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40数年前の1968年 5 月、フランス社会を大きく変えた「 5月革命」を思い出し
ました。学生、労働者、農民など異なった階層に属した若者がデモで出会い、こ
とばを交わしながら、共通の悩みと「いのち」を発見したことから端を発したも
のです。今年、 3・11と時期的に重なる「アラブの春」もはじまりは一般市民、
とりわけ若者と女性からです。日本でも、この脱原発の大うねりのなか、異なっ
た社会的背景と経験をもった人びとが、互いに認識しあって、今までなかった
「いのち」のつなぎ方を模索しています。それぞれが参加型民主主義からくる解
放感、戸惑い、そして責任感を味わいつつ、社会変革をめざし、日本の市民社会
に新たなダイナミズムを与えています。脱原発社会の実現を貫く力は、既存の社
会制度、政治勢力や専門家にあるのではなく、一般の人びとの認識と希望と行動
能力に宿っていると思います。
この希な瞬間スペースを共有している私たちには何が求められているのでしょうか。一
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28）松村洋はその自由な光景を生き生きと描いています。「反原発デモに見る真の言葉とともに躍動する
音楽」『月刊ラティーナ』（2011年6月号）pp. 80～81参照。
つの手がかりとしては、脱原発社会の原像をともに描き出し、日常世界のなかに
その思想と実践の根を深く下ろしてみることではないでしょうか。そして「下」
から一般の人びとが、人と人、人と自然をつなぎあわせて、脱原発の意志と連結
を「現代の社会構造」の組織網に織り込むことです。個々の意識と生き方の問題
です。これは今までと異なった、もう一つの社会への道ではないかと思います。
──12月31日の追記
このシンポジウムから 7ヶ月が過ぎました。この夏には運転中の原発は14基の
みとなって、その稼働率は25％までに低下し、原子力発電は全国の電力総出力の
10％を切るにいたったのです。とはいえ、電力需給に大きな問題がなかったこと
は皆さんの周知のとおりです。12月30日現在、稼働中の原発は6基のみ（稼働率
は11％、全国の総電力比では3％）ですが、電力供給は特に不足していません。
1212年 4月には全ての原発が停止する見込みが濃厚です29）。
また、9 月16日に静岡県牧之原市議会は浜岡原発の廃炉を決議しました。そし
て同月19日に、6 万人もの人びとが日本各地から東京の明治公園に結集し、大規
模の脱原発デモを行ないました。政府は12月16日、福島原発事故の「収束」を宣
言しましたが、デモに関して言えば、今もなお、把握出来ないほど、各地におい
てあらゆる主催で大小さまざま毎週のようにみられます。以上のような状況はあ
る意味、日本は原子力のない社会の敷居をすでにまたいでいるという思いを強く
しています。
［Robert Ricketts］
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29）共同通信ニュース（2011年12月30日）。
